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研究成果の概要（和文）：　本研究は、更年期女性にみられる様々な不定愁訴を、心理学的社会学的な側面から
とらえ直し、患者の主体的な生き方と希望とその実現のために必要な支援を考慮した新しいニーズアセスメント
指標を開発することで、患者の主体的な症状との向き合い方と医療と関連領域の専門職や支援者の共通理解と全
人的ケアの実現に資することを目的として実施した。
　今回の研究から、更年期障害の評価には、BSRIを用いたジェンダー役割意識と自己評価の類型化、対人関係構
築傾向の指標を用いたパーソナリティの類型化をアセスメント指標に加えることで、女性自らのセルフケアの向
上および関係者による愁訴の共通理解の促進に活用できる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify the various complaints seen in women in 
menopausal periods from the psychological and sociological aspects and to develop a new needs 
assessment indicator that takes into consideration the necessary support to achieve patient's way of
 life and wish. Developing such an indicator should improve the way by which women recognize 
subjective symptoms and common understanding among professionals and supporters in medical and 
related fields, and contribute to the realization of total human care.

The results of this research suggest that, by adding the typing of gender roles, self-evaluation 
tendency, and personality to the assessment index, it would be possible to improve self-care by 
women in menopausal periods and to promote common understanding of the ailments by professionals and
 supporters involved in their care.

研究分野：女性医学
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１．研究開始当初の背景 
 生涯にわたる女性の健康の中で更年期は
内分泌的な環境が変動する生物学的な転機
である。この時期に出現する多様な症状が
Quality of life(QOL)を低下させるだけでな
く、心身ともに女性としての半生を総括し老
年期へ向かう移行期として、その後に続く人
生の QOLをも左右する重要な節目である。   
 女性医療の現場では既存の画一的な評価
指標のみでは各患者固有の疾患像に対応し
た的確な治療の見通しを立てるのに苦慮さ
れることが多く、個別の社会的心理的要因を
明確に反映した評価指標や支援の指針の創
出が求められている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、更年期女性にみられる様々な不
定愁訴を、心理学的社会学的な側面からとら
え直し、患者の主体的な生き方と希望とその
実現のために必要な支援を考慮した新しい
ニーズアセスメント指標を開発することで、
患者の主体的な症状との向き合い方と医療
と関連領域の専門職や支援者の共通理解と
全人的ケアの実現に資することを目的とし
ている。 
 
３．研究の方法 
(1)総合病院の人間ドックを受診した 40-60
代の女性、女子大学生に対して、婦人科学的
な自覚症状とジェンダー特性、心理学的特性
に関するアンケートを実施、集計・分析した。 
(2)閉経期女性の自覚する不定愁訴や症状は、
日本産婦人科学会の「日本人女性の更年期症
状評価表」を用いた。 
(3)ジェンダー特性の尺度として BSRI（Bem's 
Sex Role Inventory；「男性性」（masculinity）
と「女性性」（femininity）を数値化し、「性
役割」（sex role）を評価）の日本語版を用
いた。 
(4)ジェンダー特性の形成にはパーソナリテ
ィの違いが深く関わっていると考えられ、心
理学的要因の評価としてValency Assessment 
Test「原子価査定テスト VAT」（Hafsi が Stock
らの Reaction to Group Situation Test に
基づき、開発した文章完成法による投影テス
ト）を用いた。 
(5)ジェンダー特性と更年期障害の関連、更
年期障害の医療と社会文化的な背景の欧米
と日本の比較研究について文献検索を実施
した。 
 
４．研究成果 
(1)閉経期女性の不定愁訴とジェンダー特性
の関連 
対象者の BSRIの男性性の点数、女性性の
点数の中央値を境界にして各人のジェンダ
ー特性を４つの群に分けた。つまり、男性
性・女性性ともに高い MF 群（masculine）、
男 性 性 ・ 女 性 性 と も に 低 い U 群
（undifferentiated）、男性性のみ高いMM群

（androgynous）、女性性のみ高い FF 群
（feminine）である。 
 閉経期の一般女性では、ジェンダー特性の
タイプにより、自覚される症状の頻度や重症
度に違いが認められた。以下にその一例を示
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2)閉経期女性の不定愁訴と心理学的背景、対
人関係構築指標の関連 
各個人の対人関係を構築する際の特性を

VATの４要素を数値化し、最も得点の高い要
素により４つのタイプに分けた。すなわち
「依存(Dependency)」が最も高いものを D
タイプ、「闘争(fight)」は F タイプ、「逃避
(flight)」は FL タイプ、「つがい (pairing 
valency)」は Pタイプとした。 
 閉経期の一般女性では、対人関係の構築特
性のタイプにより、自覚される症状の頻度や
重症度に違いが認められた。以下にその一例
を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3)若年女性の月経関連の自覚症状とジェン
ダー特性の関連 
 一般の若年女性として女子大学生で、



BSRI を用いたジェンダー特性の４タイプに
よって、月経に関連して自覚される様々な症
状の頻度や重症度に違いが認められた。以下
にその一例を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 (4)セルフケアへの活用 
 診療の場で個人のジェンダー特性とVATに
よる対人関係構築の傾向の結果を説明する
ことで、他者とのつながり方の傾向やジェン
ダー意識という自分の心理学的、性格的傾向
（パーソナリティ）を客観的に知り、また自
分とよく似た傾向の人間の自覚しやすい症
状や重症度の自覚のされ方に関する集計結
果を知ることで、自己理解が深まったと感想
を述べる事例が多い。自己理解が進むことで、
生活の質（QOL）を低下させていた自覚症状
との付き合い方を自分なりに工夫、予防し、
適切に対処するセルフケアが可能となって
いる。 
(5)まとめ 
これまでの研究から、更年期障害の評価に
は、BSRI を用いたジェンダー役割意識と自己
評価の類型化、対人関係構築傾向の指標を用
いたパーソナリティの類型化をアセスメン
ト指標に加えることで、女性自らのセルフケ
アと関係者による共通理解に活用できる可
能性が示された。 
ジェンダー尺度の健康感に与える影響に
ついては、欧米と日本のデータの比較は社会
文化的背景の差異を考慮し慎重であるべき
であり、また今後は日本でのジェンダーとい
う言葉自体の議論のされ方の変化や世代間
の認識の違いも考慮する必要性が考えられ
た。 
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